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◇
７
月
１
１
日(

日) 

夏
え
び
す 

 

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
宮
当
番

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
滞
り
な
く
準
備
し
て

い
た
だ
き
、
お
祭
り
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

《
訂
正
と
お
詫
び
》

 
 

 
 

 
 

 
 

 

辻
川
だ
よ
り
１
３
号

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

で
「
冬
え
び
す
で
も
福

引
が
…
」
は
、
夏
え
び

す
の
誤
り
で
し
た
。
記

し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
（
田
﨑
） 

◇
７
月
１
８
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

井
ノ
口
の
役
員
さ
ん
７
名
を
含
め
４
０

余
名
の
参
拝
の
下
、
お
祭
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

［
１
０
隣
保 

佐
伯
］ 

                 
 

                 

                                

  

協
議
員
会
は
今 

７
・
８
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。 

① 

辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
の

詳
細
打
ち
合
わ
せ 

② 

今
年
は
敬
老
の
日
の
催
事
を
行

わ
な
い
。
７
３
歳
以
上
の
対
象
者

１
３
１
名
に
お
祝
い
金
配
付 

③ 

鈴
の
森
神
社
西
の
旧
バ
レ
ー
コ

ー
ト
治
水
工
事
。
７
月
中
に
は
完

成
し
８
月
７
日
の
民
俗
学
の
夕

べ
で
は
駐
車
場
と
し
て
利
用
す

る
も
、
入
り
口
坂
道
の
表
面
水
の

処
理
等
、
そ
の
運
用
も
含
め
さ
ら

に
検
討
。 

④ 

屋
台
倉
扉
周
辺
の
改
修
に
つ
い

て 

→ 

８
月
１
６
日
に
完
成 

 

当
面
の
予
定 

９
月
２
６
日 

道
普
請(

少
雨
決
行) 

１
０
月
９
・
１
０
日 

秋
祭
り 

１
１
月 

辻
川
山
周
辺
整
備
事
業 

 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

２
８
日 
人
権
・
青
少
年
健
全
育

成
研
修
＋
行
政
懇
談
会 

１
２
月 

隣
保
長
・
各
種
団
体
会
議 

 

お
知
ら
せ 

■
１
５
隣
保
の
牛
尾
要
次
さ
ん
が
３

０
年
近
く
撮
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
辻

川
界
隈
の
ビ
デ
オ
記
録
が
お
借
り
で

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
牛
尾
さ
ん

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ち
な
み
に 

そ
の
中
の
花
嫁
行
列
は
７
月
４
日
、

姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
で
の
ビ
デ
オ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
映
さ
れ
、
先

の
界
隈
展
で
も
「
も
ち
む
ぎ
の
や
か

た
」
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ご
覧
に

な
り
ま
し
た
か
。 

■
８
月
２
１
日
（
土
） 

辻
川
鬼
太
鼓
、
姫
路
市
青
葉
台
へ 

 

３
４
０
戸
の
青
葉
台
（
須
加
院
）

の

夏
ま
つ
り
で
熱
演
。
自
治
会
館
横
の

小
さ
な
会
場
は
暑
気
と
熱
気
の
中
に
。 

            
 
 
 

     

事
業
報
告 

◆
７
月
３
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

７
～
９
月
の
行
事
・
事
業
確
認 

② 

辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ

の
詳
細
説
明
・
依
頼 

③ 

自
治
会
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
参
加
（
３
１
地
区
）

と
各
隣
保
か
ら
の
選
手
推
薦

に
つ
い
て
〔
体
育
普
及
員
〕 

④ 

国
勢
調
査
員
と
し
て
小
谷
喜

多
男
さ
ん[

１
隣
保]

と
松
岡
博
子

[

５
隣
保]

さ
ん
、
福
崎
町
女
性
委

員
と
し
て
松
岡
直
美
さ
ん
（[

１

隣
保]

今
年
度
女
性
部
代
表
）
を
辻

川
区
と
し
て
推
薦 

⑤ 

秋
祭
り
の
法
被
（
大
人
・
子
供
）

と
提
灯
（
御
神
灯
）
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
〔
青
年
団
〕 

◆
７
月
１
８
日
（
日
） 

 

玉
垣
損
傷
状
況
調
査 

 

近
、
鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
に
損

傷
が
目
立
つ
た
め
、
そ
の
状
況
調
査

を
協
議
員
で
行
っ
た
。
明
治
３
６
年

の
拝
殿
周
辺
の
玉
垣
建
立
以
降
、
損

傷
が
著
し
い
時
や
特
別
な
祭
事
時
に

何
度
か
奉
納
さ
れ
て
き
た
玉
垣
は
、

長
ら
く
加
西
市
の
長(

お
さ)

石
や
高
室

石
な
ど
の
流
紋
岩
が
使
わ
れ
て
き
た
。

流
紋
岩
は
切
り
出
し
や
す
く
、
加
工

し
や
す
く
、
し
か
も
軽
い
た
め
に
運

搬
も
し
や
す
い
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け

風
化
に
は
弱
く
も
ろ
い
。
昔
か
ら
石

棺
や
墓
石
、
井
戸
枠
等
に
も
用
い
ら

れ
て
き
た
が
、

近
で
は
中
国
産
の

花
こ
う
岩
（
御
影
石
）
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
て
い
る
。
一
昔
前
ま
で
は
地

元
調
達
し
か
な
か
っ
た
。 

ち
な
み
に
、
大
正
９
年
の
拝
殿
改

築
時
に
は
玉
垣
の
み
な
ら
ず
、
門
柱
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辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
を
終
え
て 

 
 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 
今
年
は
、
梅
雨
が
あ
け
た
途
端
に
毎
日
記
録
的
な
暑
さ
が

続
き
ま
し
た
。 

こ
ん
な
中
で
、
今
年
も
界
隈
展
と
民
俗
学
の
夕
べ
が
、
多

く
の
方
々
の
協
力
で
盛
大
に
開
催
が
出
来
ま
し
た
事
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

暑
い
中
、
準
備
に
片
付
け
に
と
大
変
な
行
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
辻
川
区
に
と
っ
て
は
一
番
大
事
な
行
事
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、｢
柳
田
國
男｣

の
生
ま

れ
育
っ
た
「
辻
川
」
に
し
か
出
来
な
い
行
事
で
あ
る
か
ら
で

す
。 特

に
今
年
の
界
隈
展
は
、
地
元
の
方
の
作
品
を
で
き
る
だ

け
多
く
出
品
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
民

俗
学
の
夕
べ
に
お
い
て
は
、
各
種
団
体
の
み
な
さ
ま
に
は
大

変
協
力
を
い
た
だ
き
、
た
の
し
い
一
日
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
も
、
地
元
地
域
の
住
民
の
多
く
の
皆
さ
ま
に
も
っ
と

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

キッズダンス＆ゆうゆうバンド 



（
大
玉
垣
）
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
正
面
参
道
入
り
口
の
柳
田

國
男
や
松
岡
鼎
の
そ
れ
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
玉
垣
に
石
を
使
い
出
し
た

の
は
こ
こ
百
数
十
年
の
こ
と
か
？ 

◆
８
月
１
日(

日)
ク
リ
ー
ン
作
戦 

◆
８
月
１
日
～
８
月
８
日 

辻
川
界
隈
展 

 

今
年
の
特
徴
は
区
内
１
３
名
の

方
々
の
作
品
（
俳
句
・
能
面
・
陶
芸
・

書
画
・
手
芸
・
写
真
・
ビ
デ
オ
）
が

福
富
写
真
店
か
ら
東
の
旧
街
道
筋
と

大
庄
屋
三
木
家
・
も
ち
む
ぎ
の
や
か

た
に
展
示
・
上
映
さ
れ
た
こ
と
。
来

年
は
さ
ら
に
多
く
の
作
品
が
出
品
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

一
方
、
七
夕
飾
り
は
ほ
と
ん
ど
の

短
冊
が
飛
び
散
る
こ
と
も
な
く
、
ま

た
飾
り
に
も
各
隣
保
の
工
夫
が
見
ら

れ
た
の
だ
が
、
竹
の
質
が
悪
く
た
び

た
び
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
は
い
え

夕
方
に
は
、
夕
涼
み
を
兼
ね
て
の
見

物
客
の
姿
が
結
構
目
に
つ
い
た
。 

 

一
昨
年
か
ら
子
ど
も
会
に
よ
る

「
街
角
キ
ャ
ン
パ
ス
」が
な
く
な
り
、

今
年
は
作
品
管
理
の
観
点
か
ら
展
示

場
所
を
さ
ら
に
限
定
す
る
こ
と
に
な 

っ
た
。
界
隈
展
の 

内
容
や
期
間
中
の 

作
品
管
理
方
法
等 

に
つ
い
て
も
、
さ 

ら
に
様
変
わ
り
が 

必
要
か
も
し
れ
な 

い
。 

     

◆
８
月
７
日
（
土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

 

今
年
で
１
４
回
目
の
民
俗
学
の
夕

べ
。
ど
こ
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
よ
り
も

見
事
な
辻
川
商
工
部
会
に
よ
る
新
聞

折
り
込
み
か
ら
始
ま
る
辻
川
区
の
一

大
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。
近

隣
の
地
区
や
里
帰
り
の
観
客
を
集
め
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
約
３
０
０
名
が

狭
い
境
内
に
。
猿
回
し
の
頃
に
は
５

０
０
名
近
い
観
客
で
境
内
は
立
錐
の

余
地
な
し
。
今
年
は
中
学
生
や
高
校

生
の
バ
ン
ド
も
登
場
し
、
世
代
の
途

切
れ
な
く
文
字
通
り
老
若
男
女
が
楽

し
ん
だ
。
各
種
団
体
の
夜
店
出
店
協

力
等
、
裏
方
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
の
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
来
年
は
辻
川

山
公
園
駐
車
場
か
ら
「
七
夕
通
り
」

に
か
け
て
の
交
通
整
理
も
必
須
。
財

布
が
落
と
し
主
に
戻
る
と
い
う
辻
川

な
ら
で
は
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
話
題

も
お
ま
け
に
つ
い
た
夕
べ
だ
っ
た
。 

       

◆
８
月
１
８
～
２
１
日 

自
治
会
対
抗 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

第
３
位 

見
事 

！ 

一
回
戦 

○ 

１
１
―
３ 

西
大
貫 

二
回
戦 

○ 

１
１
―
５ 

福
田 

三
回
戦 

○ 

１
４
―
４ 

西
光
寺 

準
決
勝 

● 

６ 

― 

７ 

大
門 

 

駒
田
監
督
・
岡
野
部
長
の
も
と
応

援
団
４
０
人
の
声
援
を
背
に
強
豪
を

連
破
。
こ
の
チ
ー
ム
力
は
秋
祭
り
へ
。 

      
                  

☆ 

宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

  

            
     

 
 

 

            

 

 

       

☆ 

熊
野
神
社
宮
入
等
の
予
定 

 
 

宮
入
前
木
方
会
議 

午
後
１
時 

 
 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分 

 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
～ 

 

宮
出
開
始 

午
後
４
時 

 

宮
出
完
了 

午
後
５
時
２
０
分 

 

〔
正
午
～
午
後
６
時
：
田
尻
交
差
点

～
辻
川
交
差
点
車
両
全
面
通
行
止
〕 

                 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

           
 本

殿      

 《西側》  
 拝 殿  １．田尻 

２．大門 
４．八反田              ３．吉田 
６．西野                ５．長目 
８．辻川         ７．加治谷 

１０．北野          ９．井ノ口 
１２．西光寺      １１．中島 
            １３．亀坪

☆ 

神
幸
渡
御
日
程
（
御
輿
が
お
旅
所
へ
） 

１
０
日 9:30 

祭
典
斎
行
（
熊
野
神
社
） 

10:30 

神
輿
渡
御
発 

11:40 

岩
尾
神
社
発

10:50 

岩
尾
神
社
着 

12:00 

熊
野
神
社
着

鬼太鼓も餅拾いも子供元気 

☆ 

秋
季
例
大
祭
日
程 

 

９
日 

宵
宮 

１
０
日 

本
宮 

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 

乗
り
子
練
習
開
始
：
９
月
６
日
～ 

 

屋
台
倉
で
の
練
習
：
９
月
２
１
日
～ 

 

肩
合
わ
せ
：
９
月
２
６
日
午
後
２
時 

 
 

 

１
０
月
２
日
午
後
７
時
３
０
分 

 
舞 台 

青年団からのお知らせ

４ 

横
光
利
一
の
父 

顕
利
と
辻
川 

<

そ
の
２> 

 

十
一
隣
保
の
伊
藤
源
五
さ
ん
（
父
故
伊
藤

源
二
郎
さ
ん
か
ら
の
伝
聞
）
に
よ
る
と
、
顕

利
は

注
３

西
光
寺
野
疏
水
路
工
事
（
工
期
は

大
正
元
（1

9
1

2

）
年
か
ら
大
正
三
年
十
月

頃
ま
で
）
の
、
特
に
ト
ン
ネ
ル
（
隧
道
）
掘

り
に
携
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
八
隣
保

の
松
岡
秀
隆
さ
ん
に
よ
る
と
、
「
横
光
利
一

は
「
旅
愁
」
の
中
で
「
父
」
に
「
あ
の
こ
ろ

は
も
う
ト
ン
ネ
ル
の
設
計
を
し
て
い
た
よ
。

難
工
事
で
人
が
失
敗
す
る
と
、
い
つ
も
そ
の

後
を
わ
し
が
や
ら
さ
れ
た
も
ん
だ
な
。
」
と

語
ら
せ
て
い
る
そ
う
だ
。
「
ト
ン
ネ
ル
掘
り

の
名
人
」
と
し
て
そ
の
腕
を
見
込
ま
れ
、
国

内
は
も
と
よ
り
朝
鮮
に
ま
で
足
を
伸
ば
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

顕
利
が
い
つ
頃
ま
で
辻
川
に
住
ん
で
い

た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
松

岡
さ
ん
に
よ
る
と
「
大
正
四
年
に
は
顕
利

夫
婦
が
京
都
山
科
に
新
居
を
構
え
た
こ
と

が
判
っ
て
い
る
の
で
、
長
く
見
積
も
っ
て

も
大
正
四
年
の
春
頃
ま
で
」
だ
ろ
う
と
の

こ
と
。
辻
川
に
居
住
し
た
の
は
大
正
二
年

一
月
か
ら
工
事
完
成
の
大
正
三
年
十
月
ま

で
の
１
年
９
ヶ
月
程
度
か
も
し
れ
な
い
。

 

玉
垣
の
奉
納
も
こ
の
時
期
と
推
測
さ
れ

る
。
伊
藤
さ
ん
宅
の
西
隣
に
あ
っ
た
横
光

宅
（
増
田
組
出
張
所
も
兼
ね
て
い
た
か
？
）

跡
地
に
は
今
も
当
時
の
礎
石
が
残
さ
れ
て

い
る
。
礎
石
の
下
は
一
般
に
栗
石
を
詰
め

た
り
、“
た
た
き
”
の
場
合
が
多
い
が
、
顕

利
（
増
田
組
）
は
当
時
で
は
珍
し
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
基
礎
に
打
っ
て
い
る
。 

 

な
お
、1

9
2

2

年
、
再
び

注
４

朝
鮮
に
渡

っ
た
顕
利
は

注
５

京
城
で
亡
く
な
っ
た
。

注
３

昨
年
、
西
光
寺
野
疏
水
路
が
経
済
産
業
省
に

「
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

市
川
町
瀬
加
の
岡
部
川
か
ら
引
水
し
、
長
池
ま

で
の
約8

.8
k
m

。
こ
の
間
に
隧
道
８
ヶ
所
、
水

路
橋
５
ヶ
所
が
あ
る
。 

注
４

日
本
は
、
顕
利
が
行
き
来
し
た
韓
国
を

1
9

1
0

年
に
併
合
し
朝
鮮
と
改
め
た
。
そ
の
侵

略
の
足
掛
か
り
は1

8
7

5

年
頃
に
始
ま
る
。
日

清
戦
争(1

8
9

4

年)

、
日
露
戦
争(1

9
0

4

年)

を
経
て
、
そ
の
支
配
は
第
２
次
世
界
大
戦
終
結

(1
9

4
5

年)

ま
で
続
い
た
。 

注
５

日
本
支
配
期
の
ソ
ウ
ル
の
称
。
李
朝
時
代
の

王
都
漢
城
を
、1

9
1

0

年
の
韓
国
併
合
に
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
称
。
朝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鮮
総
督
府 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
置
か
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
。 

鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
に 

み
る
昔
の
辻
川
の
賑
わ
い 

ｺﾝｸﾘｰﾄに付着した礎石 

 一部黒色は濡れているため 

辻川休憩場所

《東側》 


